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本邦におけるネズミの内部寄生蠕虫類の調査は安藤・

露木（1923)，石井（1935)，田辺・武石（1936)，西村

（1943)，宮崎(1946)，林(1954)，山下・森(1954)，Ｔａ‐

ｎａｋａａｎｄＡｍａｎｏ(1960)などにより各地で行なわれてい

る．林(1954)は各地で行なわれた調査結果を比較する場

合に宿主側の齢構成が重要であることを指摘し，体重を

齢構成の指標としており，この方法が一般にも用いられ

ている．しかし，疾病その他の各種の環境要因が宿主の

体重に影響をあたえることを考えると，体重による齢推

定はかならずしも適当であるとは考えられない．中田・

伊藤(1958)は野生ドブネズミを飼育し，同一齢の個体間

にも体重，体長に著しい差があることをみとめ，これら

を基準にして野外で採集したネズミの齢構成を論じるこ

とにはＩ慎重さを要するとのべている．矢部ら（1970）は

ＲａＺＺ"ｓ〃omegic"ｓαル伽ｓを室内飼育してその齢指標

として臼歯摩滅度の検討を行い，上顎臼歯列（第１～第

３臼歯）の摩滅部の総面積は齢の対数函数関係となり高

い相関のあることをあきらかにした．またBreakey

(1963)はＭ`Ｓｍ"Sc/"ｓの外形的特徴(体重・体長など）

と上顎臼歯列(第１～第３臼歯)の摩滅面積を比較し，齢

推定の指標として，後者が前者にまさるとしている．以

上の観点より，本研究においてはドブネズミの寄生虫相

について調査し，寄生虫感染と上顎臼歯列の摩滅度によ

る宿主齢構成との関係や寄生虫感染の季節的な変化など
について検討した．

材料および方法

採集地：神奈川県横浜市保土ケ谷区の豚舎では1967年

４月より12月まで２カ月毎に５回の調査を行なった．同

豚舎では150頭の豚を飼育しており，その敷地の広さ約

3.5アールであった．同県三浦市の塵芥埋立地では1967

年２月および６月の２回の調査を行なった．同埋立地は

林や空地にかこまれていて，広さは約50アールで，捨て

るゴミの量は１日約１５トンであった．

捕獲方法：スナップ・トラップ，７０～80個，３日連続

使用，エサはソーセージを用いた．捕獲したネズミの同

定は今泉(1949)の方法を用いた．

齢推定のための上臼歯摩滅面積：頭部を切断し小型の

ビーカー中で５％水酸化ナトリウム溶液に一晩ひたし

て，軽く沸騰させたのち水道水で洗い，上臼歯の右また

は左の第１，２および３臼歯の摩滅面を顕微鏡で20倍に

拡大し，アッペの描写器を用いて描写したのち，方眼紙

を用いて面積を計算した．矢部ら(1970)によるＲａＺＺ"ｓ

"o7Ueg〃ｓα乃伽Ｓを室内飼育して得られた上顎臼歯

摩滅度の結果と野外における，ドブネズミのそれとを比

較するため，野生ドブネズミを室内飼育し，１カ月齢の

とき1967年４月に調査地の豚舎に記号放逐した．３カ月齢

のとき，再捕獲された１個体(雄)は摩滅面積3.1ｍｍ2で

室内飼育のものと大差がなかった．資料がすぐないので

今後の検討が必要であろうが本研究では相対齢として摩

滅度各１ｍｍ２ごと６段階に分け，それに対応する矢部

ら(1970)の室内飼育ラットの月齢を付記し，寄生虫感染

と宿主の齢との関係について検討した．＊東洋医科大学病害動物学教室(主任神田錬蔵教授）
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25頭，６月に17頭を捕獲した．妊娠率は保土ケ谷区にお

いては４月に44％で６月，８月，１０月，１２月とそれぞれ

３７，６７，２５，３０％となった．三浦市においては２月，６

月にそれぞれ11,29％であった．

寄生虫の種類および寄生状況：本調査地に浸淫するド

ブネズミの内部寄生虫の種類，その寄生率をＴａｂｌｅ２

結果

捕獲成績：捕獲したドブネズミの数，』性別，妊娠率を

Ｔａｂｌｅｌに示した．捕獲数は保土ケ谷区で４月に47頭と

最高で６月に32頭で８月に７頭と最低となり10月，１２月

とそれぞれ22,23頭であった．三浦市においては２月に

（５９）
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に示した．９属11種が記録され，そのうち条虫は３種，

Ｈｙ,"e"０Ｊ"ｉｓ〃α"α，Ｈｙ'"e"oZ"ｉｓα加伽Zα，ｎｅ"ｊａ

ＺＬａｅ伽a/i,'Wzis，線虫は８種，Ｔ７ｉｃｈ"ｒｉｓｌｌｚＭｓ,CtZP//…

Zαγ/αハePaZica，QZPiZmγ/ａ６ａｃｉ〃αrα，TricAoso7"oi‐

ぬＳｃγａｓS/ｃａＭＪ，HbZeγα肋Ｓｐ…OSα，Ｓｙ'/ｍＣｉａ，"必
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であった．保土ケ谷区と三浦市ともに出現する蠕虫類の

種類およびその数は同じであるが寄生率はＴ､ｃγαSSi‐

cα〃α，Ｎ､６７ａｓ"/e"sｉｓ，Ｔ、？"zJ7isとＳ、７""γ/ｓをの

ぞいて全体に保士ケ谷区のほうが高かった．いずれの寄

生虫についても宿主の性による寄生率の差はみとめられ

なかった．Ｔ・〃αｓｓｉｃａＭｚは通常は膀胱に寄生してい

るが腎孟に寄生するもの２例と本虫体を中心にして形成

されたと考えられる膀胱結石を有する５例を保土ケ谷区

の豚舎で得た．ＨＳＰ""'０sαは盲腸および直腸に寄生

し，盲腸よりも直腸に多数みとめられた．

寄生虫感染の季節的変化：各種寄生虫の寄生率の季節

的変化をＴａｂｌｅ３に示した．夏期に高い寄生率を示し

たものにはＣ６ａｃｉＪｍｚａ，Ⅳ.、Ｍ/e'Ｍ，冬期に高率

を示すものに８．７α雌とＨａｉ"z/"”αがあった．そ

の他の寄生虫には一定の傾向みとめられなかった．

寄生虫感染と宿主の齢：臼歯摩滅面積を指標にした齢

構成と寄生虫感染との関係をＴａｂｌｅ４に示した．一般

に宿主が高齢になるにしたがって寄生率が高くなってい

る．しかし，Ｓ、γα城のみは特別な分布を示し，高齢に

なるにしたがって寄生率が低くなり，逆の傾向がみられ

た．また，Ｈｙ７"e"oZ"/ｓ属も若齢に高い寄生率を示し

ているが，Ｓ、γαzziのごとく高齢における寄生率の低下

はみとめられなかった．

考察

本調査の結果はＴ､ｍｅ"/αa/bγ〃sの寄生率が低かっ

たことをのぞいて，田辺・武石(1936）が東京で行なっ

た結果に近似しており，西村(1943)，宮崎(1946)，林

(1954)，三浦ら(1956)，山下・森(1954)などが各地で行

なった結果とは－致せずまちまちであった．林(1954)が

指摘しているように各地における調査を比較する場合，

年齢的な考慮なしには無意味であると考えられる．

体重による齢推定法では多数の寄生虫が感染したネズ

ミは高齢にもかかわらず体重がすぐなく若齢とみなされ

るなど，環境要因が宿主の体重に影響しやすいという

ことが考えられる．著者らはBreakey(1963)，矢部ら

(1970)などによって用いられたより精度の高い手段とみ

られる臼歯摩滅面積を用いることによって従来の体重に

よる齢推定法でみられない傾向をみとめた．感染様式は

一様ではなかったが，一般に高齢になるにしたがって寄

生率が高くなっている．このことは林(1954)の体重を用

いた齢構成より得られ結果と一致している．しかしｓ，

γα耐については逆の傾向，若齢に高く高齢に低い寄生

率を示した．Ｈｙ"'e"o/"/ｓｓｐｐ．は高齢層にも若齢層に

も高い寄生率を示したが，天野(1959)，阿部ら(1960)な

どの体重を指標とした方法によると高齢になるにしたが

って低率とされている．これらの不一致は齢推定法のち

がいによるものと`思われる．Sheldon(1937)はＳ・ｍＺｒｉ

に対して，韓(1933)はＴ・Ｚａｅ"ｉａｅＬ/bγ〃ｓに対して，

Stewart(1957)はHZJel"o"c〃"ＳＣＯ"’０γ〃ｓに対して獲得

免疫の成立を認めている．本報告にみとめられたＳ

ｒａｚｚｉの年齢分布は従来の報告とはことなっているが，

免疫の成立，獲得免疫との関連では理解しやすい．また

各季節における齢構成について更に検討を加えなければ

(６０）



493

ならないが，寄生率の季節的変化が，Ｃ６ａｃ/"”α,１V、

6'ﾛs/Jie"s/ｓでは夏期に高く，Ｓ､mzzi，Ｈ､α/'"伽zα

では冬期に高い傾向がみられたことより，季節にともな

う環境の変化によっても寄生率に変化のあることが考え

られる．

お茶の水医学雑誌，7,1478-1500.

3）阿部康男・影井昇・堀栄太郎・川元達徳・宮上

淳・田川稔・向井武重・有川実芳・竹内侑・西

田豊作・有川芳治(1960）：糞線虫並びに糞線虫

症に関する研究(Ｓ～４）南九州地区の住家性鼠

間に於けるSZ7-o"gyJofaeγzzZZiSandground，

1925の保有状況．鹿児島医学雑誌，33,1812～

１８１８．

４）Breaky，，．Ｒ・(1963）：Thebreedingseason

andagestructureofferalhousemousepo‐

pulationsnearSanFranciscoBay，California-

JMamma1.,44,153-168.

5）林滋生(1954）：鏑木・三坂編“野鼠とその防除,,

455頁，日本学術振興会，東京．

６）今泉吉典(1949）：日本哺乳動物図説．348頁，洋

洋書房，東京．

７）韓京淳(1933）：CbMcercz`ｓ／hlsc/ｏｍγｉｓの肝臓
に於ける運命，附，異常局所発生の数例，慶応

医学，13,753-798.

8）三浦守・松山滋・寺本昭三・有岡寿・梶原誠一

・中島典雄(1956）：熊本地方における屋内鼠の

内部寄生虫．熊本医学会雑誌，30,1376-1377.

9）宮崎一郎(1946）：鹿児島地方の鼠に関する研究

Ⅲ，鹿児島市内の住家'性鼠について寄生蠕虫の

調査．鹿児島医専学術報告，2,27-30.

10）西村尚(1943）：福岡市内住家性鼠の消化管内寄

生虫に就きて．福岡医誌，36,726-741.

11）中田五一・伊藤寿美代(1958）：京都市内に棲息

する住家'性鼠類の研究．動物学雑誌，67,12-19.

12）Sheldon，ＡＪ．（1937）：Studiesonactiveac-

quiredresistancenaturalandartificialinthe

ｒａｔｗｉｔｈＳＺ７ｏ"gyZoicJes7arZi．Ａmer.Ｊ､Ｈy9.,

29,53-65.

13）Stewart，，．Ｆ・（1959）：Theimmunereacti-
onstonematodeinfestationsl6thlnternatio-

nalVeterinaryCongress，Madrid，ＶＯＬ1,
267-278.

14）田辺是憲・武石博(1936）：溝鼠消化管寄生虫統

計の観察．慶応医学，16,1767-1786.

15）Tanaka，ＨａｎｄＡｍａｎｏ,Ｒ(1960）：Studieson

SZ7o"gyZoicJesγαが/withaspecialreference

tothescreeningtestforSz7o"gyZo/此santihel

mintics・BulLTykyoMed・andDentalUniv.，

7,193-230.

16）矢部辰男・森谷清樹・原田文雄(1970）：家そ類

の生態に関する研究，１，Ｒａｚｍｓ〃orUegzα(ｓ

ａＪ６ｉ７ｚｚＺｓの齢指標としての臼歯摩滅度の検討．

衛生動物，21,78-80.

17）山下次郎・森鍵須(1954）：札幌市住家性鼠の寄

生虫特に蠕虫類について．北大農学部紀要，2,

141-145.

まとめ

調査は神奈川県の豚舎で1967年４月～12月に５回，ゴ

ミ捨場で２月と６月の２回行なわれ，それぞれ131頭，

42頭のドブネズミが捕獲された．これらのネズミの寄生

蠕虫類について検討し次の結果を得た．

１．寄生虫の種類は９属11種そのうち条虫３種，Ｈｙ≦

'"e"０Ｊ”ｉｓ〃α"α，Ｈ)wze"oZePisai"z伽rα，TZze'２iα，

Zae"/αa/Ｍ，zis,線虫は８種，ＴγicAmsl'2Ｍs,Qzp/ｆ

ｍ７ｉａハ"αZ/cα，ＯＺｐ"ﾙｧﾉａ６ａｃｉＺｍＺａ，Ｔγ/CAoso"2oz‐

んＳＣ７ｚＭｃα"ぬ，ＨｂＺｅｍ肺妙z”ＯＳα，ＳｙｶﾊαＣｆα〃zル

ァｉｓ，ZVI'PosZγo"gy〃ｓ６γａｓ〃"s/s,ＳＺｒｏ"幻'/ＣｉＣ/esγα耐

であった．これらは従来，本州で一般的にみとめられる

ものである．

２．寄生率の季節的変化は各種ともに顕著な変化はみ

とめられなかったが，夏期に高い寄生率を示したものに

Ｃ６ａｃｉＺｍＺａ，ＺＶ・ｂ７ａｓｉ此"Sｉｓ，冬期に高い寄生率を示し

たものにＳ､γα城，Ｈα〃"zJzaがあった．

３．寄生率と宿主年齢との関係は，従来の体重による

齢推定法にかわって上顎の右または左の第１，２，３臼

歯の摩滅面積を用いた．ほとんどの寄生虫は宿主が高齢

になるにしたがって高い寄生率を示したが，Ｓ､γα城の

みは逆の傾向を示した．

４．以上の成績より，野外におけるネズミ寄生虫の浸

淫度を調査する場合，どの季節に捕獲され，どのような

齢構成であるかを知ることは重要である．

終始ご指導いただいた東京大学医科学研究所獣医学研

究部の田嶋嘉雄教授，同じく寄生虫研究部の佐々学教

授，ならびに神奈川県衛生研究所，原田文雄部長，森谷

清樹博士に感謝いたします．
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HELMINTHIC INFECTIONS OF THE BROWN RAT, RATTUS

NORVEGICUS, FROM KANAGAWA, JAPAN

Masao KAMIYA*

(Department of Parasitology, the Institute of Medical Science

the University of Tokyo,Tokyo, Jopan)

TATSUO YABE

(Kanagawa Prefectural Public Health Laboratory.)

AND

Yuzuru NAKAMURA

(Division of Medical Zoology, Yokohama City Institute of Health)

A survey of helminthic infections of the brown rat, Rattus norvegicus, was carried out in

Kanagawa Prefecture during the period from February to December, 1967. A total of 173 brown

rats was collected from certain stations, and their ages were estimated from the grade of molar

tooth wear. Eleven species of helminths were recovered, and their infection rates in relation to

the season and to the age of the rats were obtained. They were identified as follows :

Cestoda : Hymenolepis nana, Hymenolepis diminuta, Taenia taeniaeformis.

Nematoda : Trichuris muris, Capillaria hepatica, Capillaria bacillata, Trichosomoides

crassiscauda, Heterakis spumosa, Syphacia muris, Nippostrongylus brasiliensis,

Strongyloides ratti.

The infection rates of C. bacillata and N. brasiliensis were highest in summer, while

those of S. ratti and H. diminuta were highest in winter. The infection rates of most helminth

species were found to increase with age, with the exception af S. ratti which was higher in the

younger age groups.

* Present Address; Department of Medical Zoology, St. Marianna Universiyt, Tokyo Japan
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